


１ 学部卒業者（過去４年） ２ 助産学修了者

看護学科 理学療法学科 作業療法学科

(入学定員） (110) (50) (20) (20) (200)

平成２６年度 104 48 19 19 190

平成２5年度 103 47 20 22 192

平成２4年度 98 49 18 20 185

平成２3年度 100 50 21 21 192

※医学部は６年、保健医療学部は４年

３ 大学院修了者(過去４年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

看護学 理学療法学 作業療法学 看護学

(入学定員） (10) (50) (12) (2)

平成２６年度 1 30 9 7 1 0

平成２5年度 5 38 3 8 3 1

平成２４年度 8 39 5 8 3 0 3 0

平成２３年度 9 27 3 8 3 1 2 1

※医学研究科の修士課程は2年、博士課程は４年。

　保健医療学研究科の博士課程は５年（前期2年、後期3年）

４ 卒業者総数

区分 H２４年度 H２５年度 H２６年度 計

学部 185 192 190 567

大学院 66 65 51 182

助産学専攻科 19 20 20 40

総数 270 277 261 789

４ 表彰の概要

賞の名称

大野賞

朝比奈嫩葉
あ さ ひ な わ か ば

賞

理学療法学賞

作業療法学賞

保健医療学部
合計

2 1

合計

(20)

20

区分

(入学定員）

平成２６年度

賞の内容

故 石橋朝子 保健医療学部理学療法学科講師の定年退職に
伴って委託された基金をもとにして制定され、人物・学業が優
秀で、他の模範となる学生を表彰

博士課程前期
医　学
研究科

(修士課程）
区分

故 大野精七 初代学長の御遺族から、医学教育の振興に寄与
することを目的として寄せられた基金をもとにして制定され、人
物・学業が優秀で、他の模範となる学生を表彰

(12)

※参考（医学部特別推薦枠）
　国の「緊急医師確保対策」に基づき、平成
２０年度から卒業後、一定期間、北海道の地
域医療に従事することを条件とした特別推薦
枠を創設した。
　平成２５年度に特別推薦枠入学者第１期生
７名が卒業。２６年度には第２期生１４名が
卒業する。

卒業者・修了者数の推移及び表彰の概要
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故 朝比奈嫩葉 衛生短大講師の御遺族から寄せられた基金を
もとにして制定され、人物・学業が優秀で、他の模範となる学生
を表彰
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【参 考】

＊大野賞

故 大野精七札幌医科大学名誉学長の御遺族から、本学の医学教育の振興に寄与

することを目的として寄せられた基金をもとにして制定され、毎年度、札幌医科大

学医学部を卒業する者のうちから、人物、学業が優秀で他の模範となる者を表彰し、

もって本学の医学教育の進展に寄与しています。

なお、表彰は、本学の卒業式において学長から表彰状を授与して行います。

＊朝比奈嫩葉賞
あ さ ひ な わ か ば

故 朝比奈嫩葉札幌医科大学衛生短期大学部講師の御遺族から寄せられた基金を

もとにして制定され、その後も退職者有志等により委託された基金を運用し、毎年

度、札幌医科大学保健医療学部看護学科を卒業する者のうちから、人物、学業が優

秀で他の模範となる者を表彰しています。

なお、表彰は、本学の卒業式において学長から表彰状を授与して行います。

＊理学療法学賞及び作業療法学賞

故 石橋朝子札幌医科大学保健医療学部理学療法学科講師の定年退職に伴って委

託された基金をもとにして制定され、その後も退職者有志等により委託された基金

を運用し、 毎年度、札幌医科大学保健医療学部理学療法学科・作業療法学科を卒業

する者のうちから、人物、学業が優秀で他の模範となる者を表彰しています。

なお、表彰は、本学の卒業式において学長から表彰状を授与して行います。


